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日本語卒論・修論提出の体裁について  

2 006 年 12 月 1 日  地 理 学 教 室 発 行  

 

ワ ー プ ロ 使 用 の 場 合 は ，別 紙 の よ う に Ａ ４ 版 に ，１ 頁（ 枚 ）に

つ き ８ ０ ０ 字 前 後 に な る よ う に 印 刷 す る 。字 数 は ，文 末 に 記 入

す る こ と 。 マ ー ジ ン は 上 下 30mm， 左 右 30m， 本 文 の 活 字 12

ポ イ ン ト を 使 用 。注 ，参 考 文 献 も 同 様 の 書 式 。頁 数 は 下 の 余 白

に う つ 。こ の 文 章 の フ ォ ー マ ッ ト は ほ ぼ ８ ０ ０ 字 に 収 ま る よ う

に な っ て い る の で ， こ の フ ォ ー マ ッ ト を 利 用 し て よ い 。  

 

手 書 き の 場 合 は ，所 定 の 原 稿 用 紙 を 使 用 の こ と 。こ の 場 合 の 注

は 脚 注 で あ る 。 以 前 の 手 書 き の 卒 論 を 参 考 の こ と 。  

 

提 出 時 に は ，フ ァ イ ル に 綴 じ て 提 出 ，要 領 は 事 務 室 で 確 認 の こ

と 。図 表 な ど も ，Ａ ４ 版 で 提 出 の こ と 。た だ し 大 き い 場 合 に は

折 込 み も 可 能 。  

 

ペ ー ジ 番 号 は ，目 次 ，本 文 ，注 ，参 考 文 献 の み に 中 央 下 に 通 し

番 号 で 表 示 す る 。 図 ， 表 な ど に は ペ ー ジ 番 号 は ふ ら な い こ と 。 

 

順 序 は ， 目 次 ， 本 文 （ 図 ・ 表 は ， 引 用 個 所 近 く に 挿 入 ） ， 注 ，

参 考 文 献 で あ る 。  

 

分 量 に つ い て は ，本 文 ，注 ，参 考 文 献（ 図 ・表 は 除 く ）で ，卒

論 は 20 , 000 字 ， 修 論 は 40 , 000 字 が 目 安 で あ る 。 こ の 枚 数 に 欠

け る 場 合 に は ， 成 績 評 価 に 影 響 す る こ と が あ る  
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目 次 に つ い て は ，何 年 度 提 出 卒 業 論 文 ，タ イ ト ル ，名 前（ 学 籍

番 号 ） ， 章 立 て ， そ し て キ ー ワ ー ド を ５ 個 必 ず つ け る こ と 。  

 

注 ， 参 考 文 献 ， 体 裁 に つ い て は 雑 誌 「 地 理 科 学 」 方 式 で あ る 。

以 下 に 添 付 の サ ン プ ル と ， 参 考 資 料 １ を 参 照 の こ と  

 

章 立 て は ，章 ： Ⅰ ， Ⅱ ， Ⅲ … ， 節 ： １ ） ， ２ ） ，３ ） … ，項 ：

（ ａ ） ， （ ｂ ） （ ｃ ） … と す る 。  
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Ⅰ  は じ め に  

 

  本 稿 で は ,明 治 維 新 以 降 の 日 本 の 近 代 化 が な ぜ 成 功 し た の か ,

な ぜ 対 ア ジ ア 諸 国 に 対 し て の 比 較 優 位 を 早 期 に 達 し 得 た の か

に つ い て 考 え て み た い 1 )。 そ し て そ の 解 答 と し て ,日 本 政 府 が

採 用 し た 開 発 政 策 が 的 確 で あ っ た こ と ,そ し て そ の 開 発 政 策 の

目 的 が ,国 土 と い う 空 間 の 統 合 に あ り ,そ の こ と が 近 代 化 を 極

め て 迅 速 に 進 行 さ せ た こ と を 指 摘 し た い （ 阿 部 ,1998） 。 ア カ

デ ミ ッ ク な 貢 献 と し て は ,日 本 の 地 理 学 と 歴 史 学 ， 政 治 学 3 つ

の 分 野 に お い て ,日 本 の 近 代 化 の 空 間 的 メ カ ニ ズ ム に 関 し て 新

た な 知 見 を 提 起 す る も の で あ る 2 )。  

 大 沢 (1992)が 言 う よ う に 地 理 学 的 に は ,空 間 の 統 合 と い う 概

念 が ,日 本 近 代 の 開 発 政 策 を 唱 導 す る イ デ オ ロ ギ ー の ベ ー ス に

あ っ た こ と を 指 摘 し た い 。す な わ ち 明 治 期 の 近 代 化 の 過 程 に お

い て ，い く つ か の 開 発 政 策 が 実 行 さ れ た が ，そ の 政 策 の イ デ オ

ロ ギ ー を 検 討 す る と ,次 の よ う な 地 理 的 言 説 が 非 常 に 大 き な 意

味 を も っ て い る こ と が 見 て 取 れ る 。す な わ ち「 一 定 の 範 域 内 に

資 本 を ど の よ う に 効 率 的 に バ ラ ン ス 良 く
． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ．

投 下 し て ゆ く か 」と い

う 地 理 的 言 説 で あ る 。そ の 含 意 は 一 定 の 空 間 内 で フ ロ ー を 効 率

的 に ネ ッ ト ワ ー ク 化 す る こ と 、加 え て あ る 水 準 の サ ー ビ ス が ど

の 空 間 に お い て も 同 じ 程 度 に 享 受 で き る と い う 空 間 を 均 質 化

す る こ と か ら 成 り 立 っ て い る 。ル フ ェ ー ブ ル（ 1994）の い う よ

う に 、空 間 は「 具 体 的 抽 象 と し て は 、ネ ッ ト ワ ー ク と 通 路 、関

係 の 束 な い し 房 に よ っ て「 実 」在 を 獲 得 す る 」。従 っ て 空 間 の

統 合 と は ， よ り 高 速 ・ 大 量 の 運 輸 ・ 通 信 手 段 の 建 造 に よ り 、 2

地 点 間 を 空 間 的 に 移 動 す る た め の 時 間 的 障 害 を 除 去 す る 空 間

的 社 会 過 程 で あ る 。  

 し た が っ て ，わ れ わ れ の 分 析 課 題 は ，以 下 の よ う に 設 定 す る

こ と が で き る 。 た と え ば 加 納 （ 1998） が 述 べ る よ う に ， 今  
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表 １  あ れ や こ れ や の 表 （ 表 の 場 合 タ イ ト ル は 上 ）  

 

 

 

参 考 資 料 ： ○ ○ ○  

出 典 ： ○ ○ ○  

 

 

 

 

      

 

図 ３  こ れ は な ん や の 図 （ 図 の 場 合 タ イ ト ル は 下 ）  

        出 典 ： ○ ○ ○  

 

 

 

 

 

 

 

 

写 真 ４  こ ん な 写 真 （ 写 真 の 場 合 タ イ ト ル は 下 ）  

撮 影 日 時 ・ 撮 影 者 ：   
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こ の 空 間 の 統 合 と い う 観 点 か ら す る と ， 日 本 の 近 代 化 は ， 鉄

道 政 策 ，港 湾 政 策 ，道 路 政 策 が 国 家 の 事 業 と し て ・・・・・ ・ 

 

 

注  

 

1 )  し か し ， 阿 部 が 無 理 が あ る と し た １ つ の 都 市 を 対 象 と し た

「 都 市 シ ス テ ム 」 と い う 用 法 は ， 地 理 学 以 外 の 研 究 分 野 で

の 用 法 を 考 慮 に 入 れ た も の で あ る と 考 え る こ と が で き る 。

本 稿 で は こ う し た 点 を 配 慮 に 入 れ て 「 都 市 群 シ ス テ ム 」 と

い う 用 語 を 主 と し て 使 用 し て い る 。  

 2 )  山 本 正 三 ・ 奥 野 隆 史 ・ 石 井 英 也 ・ 手 塚 章 編 ( 1 997 )， p . 188

に よ る 。  

 3 )  こ れ に 対 し て は ，都 市 群 シ ス テ ム と い う 対 象 の 再 定 義 で は

な く ， 水 野 が 「 数 理 モ デ ル の 構 築 」 と い う 目 的 を 持 っ て い

る か ら で あ る と い う こ と は 正 当 に 評 価 し て お か ね ば な ら な

い 。 ま た ， 自 己 組 織 化 論 が 焦 点 を 当 て て い る の は ， シ ス テ

ム の 動 き で は な く シ ス テ ム が 生 み 出 す 構 造 の 変 化 が 主 で あ

る ， と い う 点 も 考 慮 し て お く 必 要 が あ る と 思 わ れ る 。  

 4 )  本 文 中 の 引 用 は ， 特 に 断 わ り が な い 場 合 に は ， ル ー マ ン

( 1 995 )か ら の 引 用 で あ る 。 な お 頁 数 は ， 邦 訳 で の 掲 載 頁 数

で あ る 。  

 5 )  こ こ で 用 い ら れ て い る「 環 境 」と は ，簡 潔 に 言 え ば「 分 析

対 象 と な っ て い る シ ス テ ム ご と に ， そ の シ ス テ ム か ら み て

そ れ と は 別 の も の (上 ， p . i i )」 で あ り ， そ れ は シ ス テ ム に と

っ て 位 相 的 外 部 と し て 存 在 す る も の で あ る 。  

 6 )  村 中 知 子 ( 1 99 6 )の 説 明 に よ る 。 こ こ で 用 い ら れ て い る  
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